
島根県松江市でケーブルテレビ事業を展開する山陰ケーブルビジョン（株）（島根・

松江市、石原惠行社長、愛称：マーブル）が3月25日、これまで「マーブル」「マー

ブル情報チャンネル」で親しまれてきた自主放送2チャンネルの地デジ放送を開始

した。そして、マーブルは（株）メディアキャスト（東京・渋谷区、杉本孝浩社長）の

「DataCaster suite（データキャスタースィート）」を採用し、デジタル放送と同

時期からデータ放送も開始。ここでは、データ放送を開始した背景、現状と今後

の展開を常務取締役の錦織修二氏に伺った。

2006年10月1日、松江市で地上デジタル放

送が開始された。2011年7月24日のアナログ

停波に向けたアプローチの幕が切って落とさ

れたのである。島根県では、開始時点で、

2011年7月24日までは、約4年半しかない。

対象世帯数約7万世帯のうち、約6割の世

帯が接続されているマーブルにとっても、アナ

ログからデジタルへの移行をどう進めるかは

大きな課題である。

「『国の方針で、テレビがアナログからデジ

タルになるのです』と説明すれば、理解してい

ただけるお客様は多いと思います。しかし、そ

れだけでは、開局以来20数年、地元のケーブ

ルテレビ局として育てていただいた我が社に

とっては、何とも物足りないのです。『デジタル

になることのメリットをお客様に目にみえる形

にして提供できるかどうかが、アナログからデ

ジタルへの移行をスムーズに展開できるかど

うかのカギになる』と思いました。そのカギは、

やはり前々から考えていたデータ放送だろうと。

データ放送ならば、地元のきめ細かな情報を

提供することができる。06年7月の豪雨によ

る洪水で、防災情報や行政情報を住民に知

らせること、住民がその情報を入手できること

の重要性を行政始め、市民全員が体感して

いましたので、やはり、これで行こうと動き始

めました」と、錦織氏は語る。このように、マー

ブルはアナログ放送時から、データ放送を見

据えていた。そして、松江市民も行政も即座

に入手できる情報提供の大切さを認識してい

た。たとえ、お互いが情報提供の重要性を認

識していても、それだけでは強固な協力体制

を築くことはできない。錦織氏は「我々が何度

も何度も足を運び、汗をかき情報収集してこ

そ、行政から信頼を得ることができるもの。そ

れで初めて真の関係が構築できる」と説明す

る。実際、マーブルは松江市防災安全課と幾

度となく、災害時の緊急情報提供構築に向け

ての話し合いを持ったという。

しかも、デジタル化への取り組みの当初は、

お客様のテレビの視聴環境は“アナログ

100％”である。それを“デジタル100％”へ

持っていく。その過渡期においては、アナロ

グの視聴環境にある世帯への情報提供も考

慮しなければならない。その過渡期の手段とし

て、07年4月から「マーブル」でL字放送を行い、

さまざまな情報の提供を1時間のリピート編成

で開始。それと同時に、市の担当者には、

「来年の春には、市民のみなさんがいつでも

情報を入手できるデータ放送を始めます」と

アナウンスし、さらなる行政側からの情報提供

の重要性への理解促進、そして協力関係の

強化を進めていく。そして、08年3月25日、マ

ーブルの地デジ放送開始とともに、データ放

送のサービスも始まった。

データ放送の第1階層のトップ画面には、

「松江市からのお知らせ」「公民館からのお知

らせ」「警察からのお知らせ」「暮らしの情報」

「マーブルだより」のアイコンがある。右下の

空きスペースには、市議会の開催期間中「議

会情報」が入る予定だ。

第2階層では、「松江市からのお知らせ」に

は、「情報ひろば（募集／お知らせ／講座／

教室）」「イベント情報／施設ガイド」「健康・

福祉」「防災情報」「支所情報」のアイコンがあ

り、ここでボタンを押すと、第3階層の情報が

入手できる。同じく第2階層の「公民館のお知

らせ」には、松東ブロック、松北ブロック、中

央ブロック、松南ブロック、湖南ブロックのア

イコンがあり、第3階層に入ると、それぞれの

ブロックの公民館名が表示され、そこでボタ

ンを押すと、それぞれの公民館の情報がわか

る。また、「警察からのお知らせ」は、島根県

警からのお知らせが表示され、「暮らしの情報」

では、「お悔やみ」「みみより情報」「ごみ収集

日」のアイコンが表示されている。

松江市は、地元の絆が強い地域であり、お

悔やみ情報は、「キラーコンテンツ」という側

面を持っている。市から提供される情報をす

ぐに掲載することができ、また一定期間掲載

しておくことができるので、仕事や旅行など、

留守中の情報も入手できる。

「みみより情報」は、市民が開く各種イベン

トなどの案内情報などが掲載されている。な

かでも、「ごみ収集日」の情報も貴重な情報で

ある。環境問題がクローズアップされる今日、

「ごみ収集日」情報は、全国共通のキラーコン

テンツのひとつといってよいであろう。

「マーブルだより」は、コミュニティ放送の番

組内容を紹介したり、メンテナンスや工事など

の情報を提供する。また、地元有識者の「コ

ラム」も掲載されており、このコーナーでは、

市民の川柳や小学生の作文なども掲載してい
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く計画だ。地元の生活情報を入手でき、市

民の誰もが気軽に参加できるコーナーを設け

ることで、まず新しく始まったデータ放送に馴

染んでもらおうという狙いがある。

マーブルでは、データ放送のシステムとして、

業界スタンダードとも言えるメディアキャストの

「DataCaster suite」を選定した。錦織氏は、

選定のポイントは大きく2つと語る。

一つ目は、「データ放送を始めるにあたり、

最初から地上デジタル放送局が使うような大

規模なシステムにしてしまうと、サービスの内

容を充実させる前に、システムに振り回されて

しまうので、ハードルの高さを感じないシステ

ム」を選定の基準とした。実際、使用されてい

るサーバーは2ユニット分だけという非常にコ

ンパクトなもので、運用も軽く、現在2名でア

ナログ情報チャンネルを兼務しながら行なって

いる。それだけ、「DataCaster suite」のデータ

放送は、コンテンツ制作も簡単な証だろう。

番組制作課で、データ放送を担当している

門脇正和氏は、「私は、BMLを知らなかったの

で、最初、大丈夫かなと少し不安もありました

が、取り組み始めると非常に便利なテンプレ

ートがたくさんあるので、けっこう楽しく仕事を

進めることができました」という。

そしてもうひとつがインターネットを経由して、

外部からもデータ放送の更新が容易であるこ

とだ。松江市役所や公民館などの遠隔地から

でもマーブルが提供するデータ放送の更新が

通常の業務で使用しているInternet Explorer

を使って担当職員自身が行える。外部更新

が可能なことによって、天候に左右されやす

いイベント情報や災害時における情報提供も、

タイムリーに更新ができる。これは行政にとっ

てみても、市民にとってみても大きなメリット。

マーブルにとっても利便性も高く、多岐にわた

った応用がきく機能だ。当然、外部接続となる

とセキュリティー問題が浮上するが、そこはパ

スワードを担当者のみへの発行とし、パスワー

ド変更をこまめに行うことで対応は可能だ。

松江市では、公立・私立の小中高や養護

施設などは、総数で90数校になる。今後、マ

ーブルでは市内の学校情報の提供も検討し

ている。「5、6月頃から、教育委員会の担当

者の方と話し合い、小中各１校くらいをモデ

ル校にして、まずトライアルを行なってみたい」

という（錦織氏）。今年は、モデル校で実験を

行い、その結果をもとに、来年度には、小中

高などの教育施設などを対象に普及を図って

いく方針のほか、マーブルでは、データ放送を

活用し、将来、JAや地元商店街などの情報

も提供を行い、商業的な利用も検討中だ。

錦織氏は「データ放送を放送掲示板にしたい」

と思いを語る。

このように、マーブルは「データ放送で何を

提供するか」「市民が求める情報が何であるか」

を熟知し、提供コンテンツのイメージを確立し

ていたからこそ、今回のデータ放送が誕生した

のだ。そして、そのマーブルが抱く地域愛を容

易に具現化できたのは、ケーブル専用に設計

されているメディアキャストの「DataCaster

suite」の存在は大きいと言えよう。

錦織氏は、「データ放送はテレビとネットの

良いところを兼ね備えたサービス。提供イメー

ジと創意工夫で、いろいろな形で住民の皆さ

んに貢献できます。これからは、コミチャン、デ

ータ放送、ウェブで市民が求める情報全てを

網羅していきたい。密度の濃い情報提供がで

きるのがケーブルテレビの強み」と力強く語る。

マーブルはデジタル放送時代のケーブルテ

レビの新たな強みを生み出し、地域の活性

化、地域コミュニティの創生に貢献することに

なっていくだろう。
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注）こちらは『B-maga』08年5月号に掲載されたものです。


